
●コンセプト

田んぼで聞こえてくるカエルの声は里山の象徴で

日本各地のふるさとで愛されています。

また、水陸両方の環境を利用し、昆虫を餌とし、

蛇や鳥など餌となるカエルは食物連鎖の要であり、

水田のカエルの生息状況は生物多様性の指標とも言われています。

カエルの体部分（上部）は、山や木々、そして民家などの陸地、

カエルの顔の部分（下部）は、波やサンゴなど海を表現しています。

カエルの手足は草の茎も木の幹にも強力にくっつき、つながります。

跳躍力が大きいことも知られており、生命力あふれる姿は

30by30の取り組みを加速させる力となります。

●使用色

森林や夏の新緑をイメージした
緑基調の和紙テクスチャ

海や川、空をイメージした
青基調の和紙テクスチャ

30by30ロゴマーク・コンセプト
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山脈
2 鳥
3 農具を持った人と田んぼ
4 木々
5 蝶
6 花
7 標識
8 道や川のイメージ
9 うさぎ

10 柵
11 寺院・神社
12 畝/畑
13 ビル
14 家屋
15 人や電飾のイメージ
16 波や渦のイメージ
17 水や泡のイメージ
18 うなぎ
19 かに
20 水面（波）
21 サンゴ礁
22 貝類
23 ヒトデ
24 島
25 海藻
26 舟
27 魚群

モチーフの説明




